
令和５年度 第２回 和歌山市入札監視委員会 議事概要 
 

開催日及び場所 
 令和６年１月１７日（水） 

 和歌山市役所 東庁舎４階 入札室 

出席委員氏名 

 井伊 博行 （委員長） 

 後 亮 

 奥 智香子 

 齋藤 久美子 

 三岩 敬孝 

（五十音順・敬称略） 

審議対象期間 令和５年４月１日～令和５年９月３０日 

抽出案件（総件数） 
都市建設局 ２ 件  

議 事 

 １ 入札及び契約手続の状況について 

 ２ 抽出事案について 

 ３ その他 

企 業 局 １ 件 

一
般
競
争
入
札 

事前審査型 
都市建設局 － 件 

企 業 局 － 件 

事
後
審
査
型 

郵送方式 
都市建設局 － 件 

企 業 局 － 件 

持参方式 
都市建設局 － 件 

企 業 局 － 件 

電子入札方式 
都市建設局 ２ 件 

企 業 局 １ 件 

公募型指名競争入札 
都市建設局 － 件 

企 業 局 － 件 

指 名 競 争 入 札 
都市建設局 － 件 

企 業 局 － 件 

随 意 契 約 
都市建設局 － 件 

企 業 局 － 件 

委員からの意見・質問、

それに対する回答 

意見・質問 回  答 

別紙のとおり 別紙のとおり 

委員会による建議の内容 なし 
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（委員からの意見・質問、それに対する回答等） 

【入札及び契約手続の状況について】 

 ・特に質問なし。 

【抽出事案について】 

① （仮称）地域交流センター新築工事 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

（事務局） 

（委 員） 

（事務局） 

 

（委 員） 

（事務局） 

 

（委 員） 

 

（事務局） 

 

（委 員） 

 （抽出事案の概要、総合評価落札方式について説明） 

 価格順位２位の業者が価格差を逆転しての落札となり、価格以外の技術的要素

が影響した結果で、総合評価の効果の一つと考えています。 

入札手続き面でも、技術資料の審査等、通常の価格競争と異なる部分もありまし

たが、公告から開札、落札決定まで問題なく事務を行うことができ、落札決定ま

でに要する期間もそれほど変わりませんでした。 

 添付されている表は自己採点表となっていますが、まず業者が自己採点を行

い、それを和歌山市がチェックし、必要があれば修正を行った上で点数を決定す

るという流れですか。 

 そうです。 

 市のチェックはどのように行っているのですか。 

 業者から自己採点表とともにその根拠資料を提出してもらい、市で管理してい

る過去の工事成績の情報等と合わせて、点数が正しいかチェックを行います。 

 過去に表彰を受けているとかは評価項目ではないのですね。 

 現在のところ対象とはしていません。しかしながら、総合評価は現在試行中で

すので今後の検討事項と考えています。 

 総合評価は、発注者側の事務手続きの煩雑さや負担が大きな問題。そのあたり

は大丈夫か。 

 現在はまだ試行中であり、件数も多くないことから特に問題は発生していな

い。 

 国や県では総合評価に関する事務負担が大きくなり、職員がそれに追われてい

るというのが実態である。今後、和歌山市が総合評価を本格導入していくという

ことであれば、あまり総合評価の件数が増えないようにするとか、事務負担が大

きくならないような工夫が必要だと思う。 

 

②友ヶ島野奈浦桟橋架替工事 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 （抽出事案の概要について説明） 

 本工事は、工事用船舶を使用し友ヶ島にある桟橋を架け替える工事となってお

り、入札参加資格で同種工事の施工実績や工事用船舶の保有等を求めているこ

と、また、気象条件への対策や工程管理等の調整、周辺環境への配慮が必要なこ

と等により諸経費の圧縮が難しく、入札参加者が２者と少なく、高い落札率にな

ったものと考えられます。 
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（委 員） 

 

（事務局） 

（委 員） 

 

 予定価格と入札金額が一致している業者がいるのですが、そんなにぴたりと合

うものなのですか。 

 予定価格は事前に公表している情報になります。 

 なるほど。先ほどの説明のとおり、難易度等を考慮し予定価格ならということ

ですかね。 

③松江雨水ポンプ場特殊マンホール等実施設計業務委託 

（事務局） 

 

 

  

 

 

（委 員） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 （抽出事案の概要について説明） 

 入札金額が高くなっているのは、年度当初で発注時期の重複・集中があり、ポ

ンプ場の設計実績のある技術者が不足したのではないかということと、通常の設

計に比べ修正を含むことや施工中の工事が絡み調整が多くなるという点から、金

額が合わずに応札業者が減ったこと、に加えて、１者不調後の２回目の入札であ

ることも、落札率が１００％になったことに影響しているものと考えられます。 

 １回目が不調で２回目が 1者でもという時は、やはり予定価格になりがちなの

かなと。できるだけ競争できるような状態で、不調にならずにできればと思いま

すけども。なかなか業者が少なかったりして、不調がどうしても起こってしまう

のかなと。 

ポンプ場の実績がある技術者さんが少ないということもあります。またインフ

ラ整備で方々に技術者が散ってしまっていて配置しにくいというのも、今回応札

業者が少なくなった原因とも聞いています。 

【その他】 

 ・該当なし 

 


